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【主訴 症状】

40代 女性
毎年受診している健康診断にて、
貧血と脂質代謝異常を指摘された。

赤血球数 万/μℓ 血色素量 g/dl ヘマトクリット値 %

2023年    477 9.４    32.2
    判定 E
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【主訴 症状】

健康診断にて貧血を指摘されたというだけで
自覚症状はほとんどない

言われてみれば、、、
時折立ち上がる際に立ちくらみのような
一瞬くらっとすることがある程度である
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【経緯とタイムライン】

現在中学2年生の長男が２歳時、
当センターにアトピー性皮膚炎と
アレルギーにてご相談される
長男がアトピー性皮膚炎やアレルギーが改善したため
ご自身の健康増進のために引き続き
定期的にご相談を続けている。
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結婚後、義父母と同居
男児出産 普通分娩
妊娠中に子宮ポリープを指摘され、摘出手術
現在 夫と息子、義母と同居
昨年義父が他界
週1回〜2回 ママさんバレーの練習

【経緯とタイムライン】
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赤血球数 万/μℓ 血色素量 g/dl ヘマトクリット値 %

2023年    477 9.４    32.2
                                   ↓↓↓
2024年 488              12.９ 41.0          判定 A

判定 E
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【考察】
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【考察】
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【考察】



<貧血は自分自身を生きていないこと>

【考察】
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